
進
む
高
齢
化
と

介
護
保
険
制
度

自
宅
で
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
の
難
し
さ

住
み
慣
れ
た
場
所
で

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

　日本は世界でも有数の長寿国です。医療制度の充実、食文化や生活様式
が要因とされていますが、健康に過ごすためには自分の体をよく知ること
が大切です。日常生活に制限なく健康に生活できる期間「健康寿命」を延ば
し、元気にいきいきと暮らすために、65歳以上のすべての人が利用でき
る新しい制度『介護予防・日常生活支援総合事業』が始まります。

～自分で延ばせる健康寿命～

寿命と健康寿命の差�
（歳）

269,198人　（H29.１）
人口の割合（下関市）

（H28.12）

　
下
関
市
の
高
齢
化
率
は
、
全
国
平
均

を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
平
成
２８
年

中
に
人
口
の
３
分
の
１（
３３
・
３
％
）を

超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
化
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
に
は
、
３６
・

６
％
に
な
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　
急
速
に
進
む
高
齢
化
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
１２
年
に
始
ま
っ
た
介
護
保
険

制
度
は
幾
度
も
の
改
正
を
行
っ
て
お
り
、

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
要
介
護
度
の
高
い
高
齢
者
が
自
宅
で

暮
ら
す
に
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

や
家
族
の
支
援
な
ど
が
不
可
欠
で
す
が
、

頻
繁
な
ケ
ア
や
見
守
り
の
必
要
性
な
ど

か
ら
施
設
へ
の
入
所
を
決
め
る
例
も
増

え
て
い
ま
す
。
下
関
市
で
も
、
要
介
護

度
の
上
昇
と
と
も
に
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
受
給
率
が
高
く
な
り
、
要
介
護
４

で
約
35
％
、
要
介
護
５
で
約
43
％
の
方

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
場
所
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
、
ま
ず
健
康
で
い
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
下
関
市
で
は
平
成
29
年
４
月

か
ら
、「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
」を
始
め
、
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
ら
な
い
た
め
に
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
予
防
の
面
か
ら
住
み

慣
れ
た
場
所
で
の
生
活
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、
寿
命
と
健

康
寿
命
の
差
を
縮
め
、
元
気
に
い
き
い

き
と
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
家
族
・
ご

近
所
・
友
人
た
ち
と
末
永
く
暮
ら
し
ま

し
ょ
う
。

（H25）
※差がないほど理想的

男性 女性
全
国 9.01 12.40

山
口
県

8.31 11.29

下
関
市

8.15 10.78

施設介護
サービス受給率

元
気
に
い
き
い
き
と

 �
暮
ら
す
た
め
に
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が始まります！

平成29年４月から

一人ひとりの目標や状態に合わせた介護予防のサービスが利用できます。

利用までの流れ

65歳以上の人
市の担当窓口に相談します
原則として、利用者本人が市の窓口や地域包括支
援センターで手続きをします。

要支援１・２の人
基本チェックリストにより生活機能の低下がみられた人 65歳以上のすべての人

が利用できます が利用できます

介護予防ケアマネジメント
地域包括支援センターなどが本人や家族
と話し合い、ケアプランを作成します

介護予防・日常生活支援総合事業

要介護認定等を受けなくても、訪問型・
通所型サービスを利用できるようにな
るほか、選択の幅も広がります。

利用できる内容、回数、
時間、利用料などが変
わります。

要支援１・２の人
自立した生活が
送れる人

要介護認定等を
受けます

基本チェックリスト
（日常生活に必要な生
活機能のチェック）
を受けます

介護保険の
介護サービスが
利用できます

介護保険の介護予防サービス
が利用できます

※介護保険サービスと介護予防・日常生活
支援総合事業の両方を利用できますが、内
容が重複するサービスは利用できません

要介護認定等を
おすすめする場
合があります

「介護予防・日常生活支援総合事業」

一般介護予防事業
（※５㌻）

介護予防・生活支援サービス事業
（※４㌻）

25
項
目
の

基
本
チ
ェ
ッ
ク

　
　
　
リ
ス
ト

今までの介護予防給付のサービ
スと比べ、利用の方法が変わり
ます。（基本チェックリスト）

要介護１～５の人

基本チェック
リストを受ける

非該当の人 生活機能の低下が
みられた人
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